
　 Ａ表
　 　 　 年度

　 　

　

　
内部的業務

　

平成１８年度

指標の説明

行政経営戦略プラン現況報告書
　 平成16～18年度

基本目的　7 確かな学力と豊かな人間性をもった子どもが育つ

行動目標　７－１ 児童、生徒が社会人となるための基礎が培われる （所管課名　　教育委員会教育総務課）

任務
教育に関する施策の組立てや事業・予算の調整を行う
事務局や教育機関の職員の勤務条件を整える

任務の成果・活動指標の推移

○　任務に対する評価

H14実績 これまでの取組と成果、手段の妥当性
H15実績 平成１６～１７年度
H16実績 ○通学路の交通安全施設整備については、各中学校

区の要望内容の88.8%を実施することができた。
○東西橋北小学校の統合については、住民をはじめ
とする関係者との意思疎通を十分に図ることができず、
方針の見直しや課題を残すこととなった。
○学校統廃合、学校施設整備にあたって、計画の前
提となる学校適正規模や学校配置の基本方針につい
て、事務局内のワーキングを進め、教育委員会として
の基本的考え方の素案をまとめつつある。
○各小中学校が策定した17年度から3ヵ年の「学校づ
くりビジョン」を基に、目標管理による学校経営の推進
に取り組んだ。
○人事・給与関係をはじめとする内部的業務について
は、概ね円滑に処理できた。

H17実績
H18目標

　 　
　 　

○学校適正規模や学校配置の基本方針について、庁
内合意及び議会の理解を得て、学校統廃合や学区の
見直しなどに向けた具体的計画案づくりに取り組む。
○東西橋北小については、統合の早期実現に向けた
取り組みを行う。
○通学路の交通安全施設整備については、きめ細か
な市民要望に応えられるよう、自治会土木要望との調
整を行う。
○地域に開かれた信頼される学校づくりに向けて、学
校運営協議会制度の調査・研究に着手する。
○給食調理にかかる職員配置の見直しに向けて、具
体的な計画づくりに取り組む。

これからの課題、施策等展開の方向性
○学校統廃合や学区の見直しを学校施設整備計画の
策定に反映させ、効果的・効率的な教育施策の実施を
目指す。
○地域・保護者と学校が一体となって新しい学校経営
を行う地域運営協議会制度の導入を目指す。
○「学校教育ビジョン」の実現に向けて、各学校が学校
経営の視点から一層特色ある学校づくりに取り組むた
めの条件整備を推進する。

　


